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紹
　
介

徳
永
光
展
著

『
国
際
日
本
学
の
探
究　

夏
目
漱
石
・
翻
訳
・
日
本
語
教
育
』

Binjola Bakul

本
書
は
、
日
本
文
学
の
主
要
作
品
の
外
国
語
訳
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本

研
究
、
日
本
国
内
に
お
け
る
日
本
語
教
育
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
Ⅵ
部
に
分
け
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
「
翻
訳
者
と
の
対
話
」

で
は
、
漱
石
の
『
心
』
を
英
訳
し
た
メ
レ
デ
ィ
ス
・
マ
ッ
キ
ニ
ー
と
、
漱
石

の
『
坑
夫
』
の
ド
イ
ツ
語
翻
訳
者
フ
ラ
ン
ツ
・
ヒ
ン
タ
ー
エ
ー
ダ
ー
・
エ
ム

デ
と
の
対
話
が
収
録
さ
れ
、
翻
訳
の
問
題
点
、
ま
た
海
外
で
の
日
本
文
学
作

品
の
受
容
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
第
Ⅱ
部
「
翻
訳
研
究
の
諸
相
」
は
、
引
き
続
き
翻
訳
を
テ
ー
マ
に
、

翻
訳
者
自
身
に
よ
っ
て
、
原
作
と
は
異
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
が
生
み
出

さ
れ
る
と
記
述
し
て
お
り
、
翻
訳
が
起
こ
す
視
点
の
転
換
性
に
焦
点
を
当
て

て
い
る
。
本
部
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
日
本
研
究
の
重
要
性
が
再

確
認
さ
れ
て
お
り
、
非
母
語
話
者
や
研
究
者
に
よ
る
日
本
関
連
研
究
の
重
要

性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅲ
部
で
あ
る
「
教
育
研
究
方
向
の
展
望
」
は
、
国
際
研
究
会
、
国
際
研

究
誌
、
学
会
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
日
本
研
究
の
国
際
的
な
存
在
位
置
に

着
目
し
て
い
る
。
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
は
、現
在
の
研
究
だ
け
で
な
く
、従

来
の
研
究
に
も
有
益
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

4
章
か
ら
構
成
さ
れ
た
第
Ⅳ
部
「
ド
イ
ツ
語
圏
の
日
本
学
」
で
は
、
特
に
ド

イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
日
本
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。第
Ⅳ
部
は

ま
ずRusselsheim
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の
日
本
語
訳
か
ら
始
ま
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
研
究
の
歴
史
を
洞
察
し

て
い
る
。
第
２
章
で
は
、1
9
7
7
年
か
ら
1
9
9
6
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
語

圏
の
日
本
研
究
団
体
で
発
表
さ
れ
た
論
文
や
記
事
を
整
理
し
、
日
本
研
究
の

進
展
を
見
よ
う
と
す
る
試
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
第
3
章
で
は
、
著
者

が
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
大
学
や
図
書
館
で
調
査
し
た
上
で
1
9
9
6

年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
を
考
察
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
最
後
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
3
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
催
さ
れ
た
第
10
回
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
国
際
会
議
に
参
加
し
た
著
者
は
、「
日
本
文
学
と
教

育
」
と
い
う
第
Ⅴ
部
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
近
代
日
本
文
学
研
究
の
状

況
を
観
察
し
て
い
る
。
次
で
は
、
1
9
9
8
年
に
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
経
験
と
2
0
1
3
年
に
ハ
ノ
イ
大
学
の
大
学
院
で
日
本
文

学
史
を
教
え
た
経
験
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、
山
内
乾
史
「
文
芸

エ
リ
ー
ト
の
研
究
：
そ
の
社
会
的
構
成
と
高
等
教
育
」（
1
9
9
5
年
10
月
）、

ま
た
、
井
上
孝
志
「
高
等
学
校
に
お
け
る
文
字
の
単
元
構
想
の
研
究
―
『
こ

こ
ろ
』（
夏
目
漱
石
）
の
教
材
解
釈
と
実
践
事
例
を
通
し
て
」（
2
0
0
2

年
）
に
つ
い
て
の
詳
細
な
書
評
を
紹
介
し
て
い
る
。

最
後
の
第
Ⅵ
部
「
日
本
語
教
育
の
現
場
」
は
、
日
本
国
内
の
日
本
語
教
育

を
主
題
に
、
ま
ず
初
級
か
ら
中
級
レ
ベ
ル
の
学
生
を
教
え
る
た
め
の
方
法
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
次
で
は
、
著
者
が
宮
崎
国
際
大
学
で
外
国
人
教
員
に
日
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本
語
を
教
え
る
際
に
直
面
し
た
問
題
や
自
身
の
経
験
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

第
3
章
は
、
福
岡
工
業
大
学
大
学
院
社
会
環
境
学
研
究
科
の
外
国
人
大
学
院

生
へ
の
日
本
語
支
援
に
つ
い
て
で
あ
り
、
留
学
生
の
授
業
支
援
、
論
文
作
成

支
援
、
日
本
語
能
力
試
験
対
策
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
第
4
章
で

は
、
日
本
語
教
師
に
は
日
本
語
力
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
理
解
力
に
つ
い
て

も
十
分
な
見
識
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
旨
が
提
言
さ
れ
て
い

る
。
最
後
に
、
松
田
文
子
、
奥
野
由
紀
子
、
松
永
典
子
、
小
川
誉
子
美
、
河

路
由
佳
、
宮
原
彬
、
お
よ
び
河
野
亜
希
子
が
書
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
の
書

評
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
本
書
は
日
本
国
内
外
の
日
本
語
や
日
本
文
学
に
関
心
を
持

つ
人
々
に
と
っ
て
洞
察
に
満
ち
た
読
み
物
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
関
連
研
究
の
多
様
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
提

供
し
て
い
る
。
著
者
は
研
究
を
日
本
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
日
本
国
外
で

の
個
人
的
な
経
験
を
も
と
に
、
よ
り
多
様
で
幅
広
い
研
究
の
枠
組
み
を
提
案

し
て
い
る
。

（
春
風
社
、
二
〇
二
三
年
十
二
月
、
四
一
八
頁
、
四
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
び
ん
じ
ょ
ら
・
ば
く
る　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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